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今夏も猛暑になることが懸念されます。 

暑熱対策をしっかりと行い、今年も夏を乗り切りましょう！ 

牛が快適に過ごせる温度は、乳牛で５～２０℃、肉牛で５～２５℃といわれています。

暑熱時には乳量の減少、増体・繁殖成績の悪化、発情徴候の微弱化、死廃率の上昇等

がおこります。 

《環境対策》 

○ 熱をさえぎる 

・ 屋根に散水または石灰塗布、屋根・壁・床への断熱材の設置 

・ ひさし、遮光ネット、グリーンカーテンの設置 

○ 熱を逃がす 

・ 窓の開け閉め、換気扇や送風機を回す 

・ 牛の体に散水、毛がりを行う 

・ 密飼いを避ける 

   

 

 

 

 

 

 

《飼養管理》  

○ 栄養管理 

・ 食塩、重曹、ビタミン、ミネラルの補給（鉱塩等） 

・ 冷たく新鮮な水をいつでも飲めるようにする 

・ 涼しい時間帯での飼料給与（頻回に分けて給与） 

・ 飼料の品質劣化・腐敗に注意する 

暑熱対策をしっかりと行いましょう！  
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屋根への石灰塗布で 

屋根裏温度が約 15℃低下 

舎内温度が約 5℃低下 

したという報告があります 

 

グリーンカーテンの設置     換気扇、送風機の稼動       屋根への石灰塗布 



 
 
☆乳牛で 25℃以上、肉牛で 30℃以上になると要注意！ 
 

・ 増体の良い牛や高泌乳牛は、より多くの熱が体内で産生されるので熱
射病になりやすくなります。 

・ 密飼い、分娩前後、肥満、基礎疾患があると重い熱射病を起こしやす

くなります。 
・ 暑熱への抵抗性が低い牛は、反芻時間が短いという特徴があります。 

 

これらのハイリスク牛は、涼しい場所へ移動しておきましょう！ 
 

 

☆熱射病（熱中症）の症状と対処 
  主な症状 

・ 飼料の食込み量の低下（残飼の増加） 

・ 目の充血、ひどいよだれ、あらい呼吸 
・ 高体温（４０℃以上） 

 

症状がみられたときの対処 

・ 獣医師の診察を受ける（点滴、経口補液） 

・ 四肢から胸へと徐々に水をかける 

・ 送風して体を冷やす 
 

 

 

 

 

 

 

 

家畜に異常を認めた時には、家畜保健衛生所までご一報ください 
０２３８－４３－３２１７ 

０８０－１８４０－０７０５ 

上記電話番号で２４時間対応しています！ 

暑熱の影響は秋以降まで続きます 

大切な家畜の夏バテ防止のために、再確認してみませんか？ 

牛の暑熱対策のポイント 


